




Influence of Elderly Nursing Practice on Ageism among Nursing Students: 
Study of Learning Components in Practical Training in Hospitals 
and Welfare Facilities 
Nozomi SANO， Toshiko HIHARA 
Abstract: The purpose of this study was to confirm that participation in practical training 
courses on elderly nursing influences and changes ageism of the participants toward elderly 
individuals. Before and after the practical sessions， we evaluated the prevalence of ageism 
among third-year college nursing students using the Fraboni Scale of Ageism (FSA). 
Components that showed changes in ageism due to practice were observed among a group 
of“students with experience in nursing elderly with dementia" and a group of “students who 
realized that learning about an elderly individual's life helped them to understand the subject". 
These results suggest that， through lectures， exercises， and other practical training course 
activities held during their first and second year， the third-year students had already learned 
the importance of understanding the elderly and that participating in practical training courses 
held in the third year helped them to potentiate their existing understanding of elderly people， 
which further helped to reduce ageism. 
Keywords:エイジズム ageism，看護学生3年生 third-yearnursing students，高齢者看護学
























































































































































































FSA 前後 N 平均値
問 1多くの高齢者 (65歳以上)
前 94 2.95 
はけちでお金を貯めている 後 71 2.92 
多くの両齢者は古くからの友 前 94 2.98 
問2人でかたまって新しい友人を
つくることに興味がない 後 71 2.97 
問3多くの高齢者は過去に生きて
前 94 2. 79 
いる 後 71 2.82 
問4高齢者に会うと、 H寺々目を合
前 94 3.22 
↑ わせないようにしてしまう 後 70 3.41 
問5高齢者が私に話しかけてきて
前 94 3. 59 
も、私は話をしたくない 後 71 3.59 
問6高齢者は、若い人の集まりに
前 94 3.41 
呼ばれた時には感謝すべきだ 後 71 3.45 
もし招待されても、自分は老 円[J 94 3. 19 
問7人クラブの行事には行きたく
ない 後 71 3.08 
問8個人的には、高齢者とは長い
前 94 3.24 
時間を過ごしたくない 後 71 3.15 
問9高齢者には地域のスポーツ施
前 94 3.65 
設を使ってほしくない 後 71 3.61 
ほとんどの両齢者には、赤ん 前 94 3.17 
問10坊の面倒を依頼して任すこと
ができない 後 70 3.26 
問11高齢者は誰にも面倒をかけな
前 94 3. 55 
い場所に住むのが一番だ 後 71 3.63 
問12高齢者とのつきあいは結構楽
前 94 3.06 
しい 後 71 3.15 
問13できれば高齢者と一緒に住み
円[J 94 3.15 
たくない 後 71 3. 14 
ほとんどの両齢者は、同じ話 前 94 3.19 
問14を何度もするのでイライラさ
せられる 後 71 3.13 





FSA 有無 N 平均値 有意 N 平均値 有意確率 確率
問1 多くの高齢者 (65歳以と)は
有 62 2.90 22 3. 00 
けちでお金を貯めている 姐 7 3. 14 47 2.89 
多くの両齢者は古くからの友人 有 62 3. 05 22 2.91 
問2 でかたまって新しい友人をつく *** 
ることに興味がない 鉦 7 2.43 47 3. 02 
問3 多くの高齢者は過去に生きてい
有 62 2.87 22 2.82 
る 狙E 7 2. 57 47 2. 85 
問4 高齢者に会うと、 1寺々目を合わ
有 61 3. 39 22 3. 55 
せないようにしてしまう 4m: 7 3. 57 46 3. 35 
問5 高齢者が私に話しかけてきて
有 62 3. 56 22 3.64 
も、私は話をしたくない 鉦 7 3. 71 47 3. 55 
高齢者は、若い人の集まりに呼 有 62 3.44 22 3. 55 問6 ばれた時には感謝すべきだ 1m: 7 3. 57 47 3.40 
もし招待されても、自分は老人 有 62 3.13 22 3. 27 問7 クラブの行事には行きたくない 鑑 7 2.86 47 3. 02 
個人的には、高齢者とは長い時 有 62 3.16 22 3. 32 問8 問を過ごしたくない 4庇 7 3.14 47 3.09 
高齢者には地域のスポーツ施設 有 62 3. 60 22 3. 59 問9 を使ってほしくない 査正 7 3.57 47 3.60 
ほとんどの両齢者には、赤ん坊 有 61 3. 23 22 3.41 
問10 の而倒を依頼して任すことがで
きない 主任 7 3.43 46 3.17 
高齢者は誰にも而倒をかけない 有 62 3.61 22 3. 59 問11 場所に住むのが一番だ 伍 7 3.71 47 3.64 
高齢者とのつきあいは結構楽し 有 62 3. 13 22 3.23 問12 し、 4砥 7 3. 29 47 3.11 
できれば高齢者と一緒に住みた 有 62 3. 16 22 3.18 問13 くない 4m: 7 3.00 47 3.13 
ほとんどの高齢者は、同じ話を 有 62 3. 13 22 3. 41 
問14何度もするのでイライラさせら ** 
れる 無 7 3.14 47 3.00 






FSA 役立つ N 平均値 有意 N 平均値 有意確率 確率
多くの高齢者 (65歳以1::)は役立つ 20 3.05 19 3.05 
問 1 けちでお金を貯めている 役立たない 51 2.86 52 2.87 
多くの両齢者は古くからの友人 役立つ 20 3.05 19 2.95 
問 2 でかたまって新しい友人をつく
ることに興味がない 役立たない 51 2.94 52 2.98 
多くの高齢者は過去に生きてい役立つ 20 2.85 19 2.84 
問3 る 役立たない 51 2.80 52 2.81 
高齢者に会うと、 H寺々目を合わ役立つ 20 3. 70 19 3.68 問4 せないようにしてしまう * * 役立たない 50 3. 30 51 3.31 
高齢者が私に話しカ、けてきて 役立つ 20 3. 65 19 3.63 問5 も、私は話をしたくない 役立たない 51 3.57 52 3. 58 
高齢者は、若い人の集まりに呼役立つ 20 3.55 19 3. 53 問6 ばれた時には感謝すべきだ 役立たない 51 3.41 52 3. 42 
もし招待されても、自分は老人役立つ 20 3. 35 19 3.32 問7 クラブの行事には行きたくない * 役立たない 51 2. 98 52 3. 00 
個人的には、高齢者とは長いH寺役立つ 20 3.45 19 3.42 問8 間を過ごしたくない * * 役立たない 51 3. 04 52 3.06 
高齢者には地域のスポーツ施設役立つ 20 3.80 19 3.74 問9 を使ってほしくない 牢役立たない 51 3. 53 52 3. 56 
ほとんど.の両齢者には、赤ん坊役立つ
問10 の面倒を依頼して任すことがで
19 3. 32 19 3. 32 
きない 役立たない 51 3.24 51 3.24 
高齢者は誰にも而倒をかけない 役立つ 20 3. 75 19 3.74 問11 場所に住むのが一番だ 役立たない 51 3. 59 52 3.60 
高齢者とのつきあいは結構楽し 役立つ 20 3. 40 19 3.26 問12 し、 役立たない 51 3.06 52 3.12 
できれば高齢者と一緒に住みた 役立つ 20 3. 35 19 3. 32 間13 くない 役立たない 51 3. 06 52 3.08 
ほとんどの両齢者は、同じ話を 役立つ 20 3. 35 19 3. 37 
問14 何度もするのでイライラさせら * * 




らは， IJ 4 I高齢者に会うと，時々目を合わ
せないようにしてしまうJ(t(68) =2.41， p< 
.05J， mJ 7 Iもし招待されても，自分は老人ク
ラブの行事には行きたくないJ(t(69) =2.3， p 
< .05J，問8I個人的には，高齢者とは長い
時間を過ごしたくないJ(t(69) =2.3， p< .05J， 
問9I高齢者には地域のスポーツ施設を使っ
てほしくないJ[t(48.8) =2.21， p< .05J，間
14 Iほとんどの高齢者は，同じ話を何度もする





(t(45.9) =2.6， p< .05]，問 8では (t(69)= 
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